
３月１日　晴海地区に一般財団法人が運営する『下
しも

瀬
せ

美術館』が開
館した。穏やかな瀬戸内海を望むことができる敷地に完成した、新
たな文化芸術の拠点だ。この美術館は、その名のとおり下瀬家が長
年にわたり収集してきた多くの美術工芸品を公開するための施設
である。コレクションは、京都の大木平藏のひな人形や、日本と西
洋の近代絵画、フランスの工芸家エミール・ガレのガラス作品など
多岐にわたっている。美術館のコンセプトは『アートの中でアート
を観る』。展覧会だけでなく、その建築や庭園も大きな魅力の一つ
といえる。今回、オープンしたばかりの美術館に寄せる期待と魅力
を探ってみた。 【３～ 10ページ　取材　企画財政課】

02 叙勲/おわびと訂正/寄贈/表彰

03

11 防災行政無線の戸別受信機を設置しませんか/広島県警察官募集
12 ４月から税金などの納付がさらに便利に/令和５年度納期限
13 軽自動車税（種別割）のお知らせ/固定資産の縦覧・閲覧
14 高齢者肺炎球菌予防接種/成人男性向け風疹抗体検査・予防接種/

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種のお知らせ
16 子どもの予防接種
17 国保・後期人間ドック・脳ドック
18 よく噛める「8020」達成者募集/

訪問歯科診療・口腔ケア/科学物質過敏症を知っていますか

19 認知症はよりオープンなものに『認知症カフェ』で語り合いませんか

20
大竹手すき和紙手描き鯉のぼり作り教室/
KOIKOIジュニアリーダーズクラブ活動報告
善行児童・生徒表彰/防犯ブザーの寄贈/救援金のお願い

22 犬の登録と狂犬病予防注射
23 浄化槽の法定検査/おおたけ・ごみ事情
24 マイナンバーカード夜間・休日受け取り/

迷惑電話防止機能が付いた電話機などの購入費を補助
25 消費者シリーズ/選挙に関するまめ知識
26 年金のはなし/福祉タクシー・バス利用券を交付
27 福祉のとびら/大竹市障がい者ふれあいスポーツ大会/

手話奉仕員養成講座(基礎講座)
28 緑のカーテンコンクール参加者募集/上下水道料金改定
29 情報ステーション
34 カメラスケッチPART1［大竹駅新駅舎・ひな流し］
36 カメラスケッチPART2［小・中学校卒業式］
37 としょかんだより
38 ５月の先取り情報ステーション
39 ボートレース宮島カレンダー /休日水道修理・使用開始/休日診療

40 はじめまして/環境学習集大成/

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります

園芸絵本シリーズ寄贈
佐伯中央農業協同組合

　２月20日に、全国共済農業協同組合連合会広
島県本部の支援により、佐伯中央農業協同組合
から、市内の小学校に、農文協の園芸絵本シリー
ズを寄贈していただきました。ありがとうござ
いました。

高齢者叙勲  旭日単光章
山本 隆康 さん（88歳　南栄３）

　
長
年
に
わ
た
り
、
市
議
会

議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

　
１
月
18
日
、
大
竹
交
通
安
全

協
会
理
事
米
田
吾
郎
さ
ん
が
、

長
年
、
交
通
安
全
に
関
す
る
各

種
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
広
く
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、

警
察
庁
長
官
お
よ
び
全
日
本

交
通
安
全
協
会
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

前
列
右
か
ら
米
田
吾
郎
さ
ん
、
功
労
を

支
え
た
妻
の
米
田
和
江
さ
ん
。後
列
右

か
ら
秋
本
大
竹
警
察
署
長
、
賀
谷
大
竹

交
通
安
全
協
会
会
長
。

交通栄誉章
緑十字銀章表彰
米田　吾郎さん

おわびと訂正
　広報３月号（２ページ）のス
トーンアート完成の記事で、左
の中学生の氏名に誤りがありま
した。正しくは次のとおりです。
おわびして訂正します。
誤　中林　莉那 さん
正　中本　みひろ さん

森 智幸大竹支店長から絵本を受け取る大竹小
学校兼田 等校長。
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３
月
１
日
の
開
館
か
ら
１
週
間
。

谷
藤
史
彦
副
館
長
に
感
想
や
展
示

品
の
話
を
伺
っ
た
。

―
開
館
か
ら
１
週
間
経
ち
ま
し

た
。
今
の
お
気
持
ち
は
―

　

平
日
で
２
０
０
人
く
ら
い
、
日

曜
日
は
５
０
０
人
く
ら
い
の
方
が

お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
大
竹
市

民
の
方
も
か
な
り
い
ら
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

―
建
設
中
か
ら
市
民
の
方
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
か
ら
。

代
々
、
大
木
平
藏
を
襲
名
し
、
現

在
の
当
主
は
七
世
に
な
り
ま
す
。

明
治
以
降
、
皇
室
や
三
井
家
、
三

菱
の
岩
崎
家
に
も
納
め
て
い
ま
し

た
。

―
大
き
な
ひ
な
壇
の
人
形
が
目
を

引
き
ま
す
―

　

立
ち
姿
の
お
ひ
な
様
は
全
国
で

も
珍
し
い
よ
う
で
す
。
ひ
な
壇
の

他
は
、
展
示
ケ
ー
ス
に
並
べ
一
点

一
点
３
６
０
度
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
カ
ラ
フ
ル
な
外
観
の
可
動
展
示

室
も
印
象
的
で
す
。
展
示
の
流
れ

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で

す
か
―

　

８
つ
の
可
動
展
示
室
は
、
一
つ

の
テ
ー
マ
で
は
な
く
、
下
瀬
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
多
様
な
特
色
を
見
せ

る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
庭
』

と
名
付
け
た
ガ
レ
の
作
品
の
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
た
草
花
が
植
栽
さ

れ
た
庭
園
を
散
策
し
、
ひ
と
息
つ

い
て
、
ま
た
展
示
品
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
示
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
―

　

当
面
は
下
瀬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
展
示
を
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
ベ
ー
ス
に
、
特
別
展
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
開
館
記
念
展
に
お
け
る
ひ

な
人
形
が
見
事
で
す
が
、
人
形
に

対
し
て
の
思
い
は
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
―

　

下
瀬
家
は
関
西
に
縁
が
深
く
、

京
都
の
丸ま
る

平へ
い

大お
お

木き

人
形
店
の
人
形

に
憧
れ
が
あ
り
、
収
集
を
始
め
た

と
の
こ
と
で
す
。

―
こ
の
人
形
店
と
い
う
の
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
―

　

２
５
０
年
前
か
ら
続
く
人
形
店

で
、
関
西
で
は
有
名
な
老
舗
で
す
。

開館記念展
『おひなさまと近代美術
　 ― 丸平の人形からガレ、マティスまで』
5月7日㈰まで
9時30分～ 17時（入館16時30分まで）月曜日休館
※5月1日㈪は開館

（上）オープニングセレモニー
で、作品の説明をする谷藤副
館長。（下）収蔵作品のポス
トカード。

六
世
大
木
平
藏
製

︽
本
狂
桃
太
郎
九
寸
︾

下
瀬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

多
様
性
を
見
て
く
だ
さ
い
。

―
谷
藤
副
館
長
に
聞
く

―

　

楕だ

円え
ん

形
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
で

は
、
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
心
地

良
い
音
色
が
流
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
招
待
客
を
出
迎

え
た
。

　

式
典
で
は
、
下
瀬
ゆ
み
子
館
長

が
「
父
母
か
ら
受
け
継
い
だ
、
ひ

な
人
形
や
ひ
な
道
具
、
佐
伯
祐
三
、

加
山
又
造
、
小
磯
良
平
ら
の
日
本

絵
画
、
ル
オ
ー
、
マ
テ
ィ
ス
、
シ
ャ

ガ
ー
ル
な
ど
の
西
洋
絵
画
、
エ

ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
工
芸
品
。
多
彩

な
作
品
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

た
。
美
術
品
の
保
存
、
公
開
な
ど

の
た
め
、
平
成
30
年
に
美
術
館
設

立
に
向
け
本
格
始
動
。
こ
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
下
瀬
館
長

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
よ
う
だ
。

　

式
典
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
ら
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
大

竹
市
に
新
た
に
生
ま
れ
た
文
化
芸

術
の
拠
点
が
、
華
や
か
に
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

テープカットは、左から原研哉氏（デザイナー）、坂 茂氏（建築家）、
田辺昌彦氏（広島県副知事）、斉藤鉄夫氏（国土交通大臣）、下瀬ゆみ
子氏（館長）、入山欣郎市長、押味至一氏（鹿島建設会長）。

エミール・ガレ
花瓶《フランスの薔

ば

薇
ら

》

（左）設計の坂 茂氏と談笑する入山市長。
（右）フルートとハープの生演奏が流れる。

真っ青に晴れ渡った空も美術館の誕生を祝ってい
るかのような２月26日。丸井産業株式会社（広
島市西区）の創業者である下瀬家が収集した美術
工芸品を公開する美術館のオープニングセレモ
ニーが、３月１日の一般公開に先立って催された。

誕生。文化芸術の拠点
―下瀬美術館オープニングセレモニー―

アートが
  まちに

やって来
た。
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「
瀬
戸
内
沿
岸
に
住
ん
で
い
る
方
は
、
素
晴

ら
し
い
自
然
が
あ
る
の
に
、
意
外
と
気
づ
か
な

い
。
こ
こ
に
来
る
と
自
分
た
ち
は
、
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
に
い
る
の
だ
と
再
発
見

で
き
る
と
思
う
」。

　

私
た
ち
が
日
頃
見
慣
れ
て
い
る
海
と
島
。
し

か
し
、そ
れ
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、

坂
氏
は
そ
れ
を
最
大
限
に
生
か
す
施
設
に
す
る

た
め
、
ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス
で
建
物
自
体
の
存
在
感

を
消
し
て
自
然
を
主
役
に
置
く
こ
と
を
考
え
た

と
い
う
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
か
ら
外
に
出
る
と
、

壁
一
面
に
正
面
の
宮
島
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

市
民
が
誇
り
に
思
え
る
場
所
に

　

水
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
、
色
と
り

ど
り
の
８
つ
の
箱
型
の
可
動
展
示
室
も
象
徴
的

な
存
在
。

　
「
こ
の
可
動
展
示
室
も
島
々
を
見
て
発
想
し

た
。
瀬
戸
内
海
の
自
然
が
な
け
れ
ば
、
こ
う
い

う
デ
ザ
イ
ン
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
可
動
式
の

展
示
室
は
、
世
界
で
も
例
が
な
い
と
思
う
」。

　

通
常
は
固
定
し
て
あ
る
が
、
台
船
の
技
術
を

使
い
、
水
の
浮
力
で
建
物
を
浮
か
し
て
建
物
の

配
置
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
内
容
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
で
き
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
も
新
た
な
驚
き
を
演
出
す
る
仕
掛

け
と
な
っ
て
い
る
。
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
展
示
室
だ
。

　
「
こ
こ
が
大
竹
市
民
の
方
が
誇
り
に
思
え
る

と
こ
ろ
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来

る
と
き
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
も
す

ご
く
喜
ん
で
く
れ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
、
観
に

来
る
と
話
し
て
い
た
」。
そ
う
目
を
細
め
る
坂

氏
だ
っ
た
。

ミラーガラスに覆われた楕円形のエントラン
ス棟。周囲の景色を映すことで、建物の存在
感を感じさせないように設計されている。

各所に置かれている坂氏デザインの
椅子。紙管で作られている。

瀬戸内海の島々から着想した可動展示
室。水盤と海とが一体となっているよ
うに見える。

世界で活躍する建築家、坂 茂氏が、広大な敷地に描いた建築
デザイン。瀬戸内海の島々に着想を得た建築も大きな見どこ
ろだ。坂氏に美術館に寄せる思いを聞いてみた。

瀬戸内の海と島を生かしたデザイン
―建築家 坂 茂氏の発想―

アートが
  まちに

やって来
た。

ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス
の
建
築

　

下
瀬
美
術
館
は
、
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

も
と
よ
り
、
建
築
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い

る
。
設
計
を
手
掛
け
た
の
は
建
築
家
の
坂 

茂

氏
。
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
建
築
家
で
、

２
０
１
４
年
に
は
、
建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と

称
さ
れ
る
『
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
』
を
受
賞
し
た
。

日
本
人
で
は
、
丹
下
健
三
氏
、
安
藤
忠
雄
氏
、

磯
崎
新
氏
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
名
前
が
受
賞

者
に
並
ぶ
。

　

美
術
館
の
敷
地
に
入
り
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の

緩
や
か
な
坂
を
行
く
と
、
全
面
ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス

に
覆
わ
れ
た
楕
円
形
の
建
物
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
広
々
と
し
た
空
間
に
は
、
大
樹
が
枝
を

広
げ
る
よ
う
に
見
え
る
ヒ
ノ
キ
の
集
成
材
を

使
っ
た
柱
と
梁
の
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
だ
。
そ

し
て
、
海
に
面
し
た
大
き
な
ガ
ラ
ス
越
し
に
、

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

素
晴
ら
し
い
景
観
を
再
発
見

　

晴
海
臨
海
公
園
に
隣
接
す
る
土
地
に
建
て
ら

れ
た
美
術
館
。
こ
の
広
大
な
敷
地
を
生
か
す
た

め
、
美
術
館
に
加
え
て
庭
園
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

宿
泊
施
設
も
併
設
し
た
と
坂
氏
は
語
っ
て
い
る
。

　
「
美
術
館
な
ど
の
設
計
は
、
通
常
コ
ン
ペ
形

式
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
い
ろ
い
ろ

な
建
築
家
が
い
る
中
、
選
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ

だ
け
の
素
晴
ら
し
い
景
観
の
場
所
に
思
う
存
分

設
計
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
こ

と
。
非
常
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
」。
そ

う
坂
氏
は
喜
び
の
表
情
を
見
せ
る
。
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招
しょうへい
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